
 

Structural Life Science Data Cloud (SLS-DC) 
http://pford.info/dc/  

構造生命科学データクラウド 
第２回利用講習会 

 
日時：２０１５年２月３日（火）１３時００分～１６時５０分 

場所：東京大学 農学部２号館 化学第１講義室 

趣旨：「表現型に影響が出る変異がわかったが、その機構を突き止められない」   
「突き止めるためのヒントを、ビックデータの中から探り出したい」 

   そうしたニーズに応えることをめざすSLS-DCをハンズオンでお試し下さい。
ハンズオン用の端末ＰＣは、主催／共催者が会場に予め用意致します。 

プログラム:  

   13:00 ～ 開会の挨拶 由良敬（遺伝研／お茶大）  
   13:05 ～ 13:55 ゲノムからの検索 池尾一穂（遺伝研） 
   14:00 ～ 14:50 蛋白質構造による解析 川端 猛（阪大）  
   14:55 ～ 15:45 リガンドからの検索 木下賢吾（東北大）  
   15:45 ～ 16:05 ユーザー事例紹介 永田宏次（東大） 
   16:05 ～ 16:50 質疑応答および自由検索  
 
参加申込（ＰＣ準備のため）： ご希望の方は、件名「SLSDC」の電子メールにて、

お名前（ふりがな）、ご所属、事前ご質問（任意）をお送りください：      
宛先：takinami.iyoko@ocha.ac.jp 〆切：２月１日（日） 参加費：無料 

主催：創薬等支援技術基盤プラットフォーム情報拠点（http://p4d-info.nig.ac.jp/）  

共催：東京大学大学院農学生命科学研究科アグリバイオインフォマティクス   
教育研究ユニット 



 

タンパク質名、疾患名、アクセション番号など、あるいは、DNA 配列・アミノ酸
配列を与えると、SLS-DC は、情報拠点独自・公共サイトの DB・解析ツールから
の応答を一括提示 → 利用者独自の観点からの効率的な知識抽出を支援 
 

SLS-DC で	 

検索すると	 


